
（別紙３）

～ 6年　11月　30日

（対象者数） 24 （回答者数）
14

～ 6年　11月　30日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
特性や年齢に応じて児童が満足できる活動を更に検討してい

く。

2
個々に必要なスキルをしっかり把握し、トレーニングをして

行く。

3
今後も継続して参加をし、経験をする喜びを増やせるように

していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
定期避難訓練や災害時への対応を活動に取り入れ、書面等で

情報発信して行く。

2

お祭りのような地域交流から少しづつ参加して行きたい。

また、今後地域の児童を招くような活動も企画していきた

い。

3
親子活動を通じて保護者交流の機会を作っていく。また、兄

弟児が参加できる機会も増やして行きたい。

周囲に自然が豊富にあり、恵まれた環境の中で療育ができ

る。

外活動や体の動を動かす活動を積極的に取り入れている。ま

た、自然環境を活かし季節を感じる活動も四季を通じて取り

入れている。

将来を見据えた支援
お金の使い方や外出時のマナーなど将来の生活に必要な能力

が身につくように取り組んでいる。

事業所間の交流がある。
法人全体の行事に参加することで、さまざまな年代の方との

交流や普段経験することない経験する事ができる。

保護者同士の交流 働いておられる方が多く、交流の設定が難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

非常時の対応についての説明が不足している。
重説などで説明を行っているが、実際行っている活動などの

情報提供が不足していた。

地域交流 事業所間の交流はあるが、地域交流は少ない。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
7年　1月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　まがたま

○保護者評価実施期間
6年　11月　15日

○保護者評価有効回答数

6年　11月　20日

事業所における自己評価総括表公表


